
R2.6.18  
（単位：百万円）

（普通会計収支の状況）

H30年度 R元年度

歳入 A 133,047 94,268

歳出 B 132,601 93,985

差引 C＝A－B 446 283

繰越財源 D 386 63

実質収支 E＝C－D 60 220 18百万円

単年度収支 F 3 160

積立金 G 214 269

繰上償還金 H 2,089 238

積立金取崩し額 I 0 0

実質単年度収支 J＝F＋G＋H－I 2,306 667

（基金の状況）

H30年度末現在高 積立 取崩 R元年度末現在高

A B C D＝A＋B－C

財政調整基金 1,590 269 0 1,859

減債基金 686 118 238 566

公共施設整備等基金 16,310 17,938 27,936 6,312

その他特目基金 10,133 920 1,810 9,243

合　　　計 28,719 19,245 29,984 17,980

たばこ・用先除き 17,446 1,879百万円

(地方債現在高の状況）

H30年度末現在高 発行額 償還元金 R元年度末現在高

A B C D＝A＋B－C

普通会計現在高 64,268 3,608 4,790 63,086

 (うち臨時財政対策債） 15,227 1,038 1,099 15,166

臨財債除き地方債残高 49,041 2,570 3,691 47,920

全会計現在高の推移 H29年度末 H30年度末 R元年度末

普通会計 66,697 64,268 63,086

下水道事業 27,558 26,617 25,760

水道事業 7,692 7,818 7,658

旧・病院事業 9,057 8,157 7,234

介護保険事業 0 0 0 前年比

合　　　計 111,004 106,860 103,738 △ 3,122

（土地開発公社一時借入金） 2,712 2,356 2,356 0

70,320百万円 73,953百万円

令和元年度 決算（速報値）

中期財政計画
実質収支

中期財政計画
基金残高

健全化法における
地方債残高

中期財政計画
地方債残高
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（各会計の決算状況）

（単位：百万円） 《参考》

平成30年度 決算

歳入・流動資産 歳出・流動負債 差し引き 実質収支・資金 実質収支・資金

普通会計 94,268 93,985 283 220 60

水道事業会計 1,014 311 703 703 498

下水道事業特別会計 5,843 5,255 588 588 252

国民健康保険事業特別会計 11,550 10,960 590 590 401

介護保険事業特別会計 8,816 8,719 97 97 123

後期高齢者医療事業特別会計 1,208 1,201 7 7 7

合　計 ① 2,205 1,341

標準財政規模 23,274 22,660

○財政健全化4指標の見込み（参考値）

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 健全化基準 再生基準

・実質赤字比率 － － － － － － － － 12.26% 20.00%

・連結実質赤字比率 － － － － － － － － 17.26% 30.00%

・実質公債費比率 22.8% 23.2% 23.6% 22.4% 20.9% 18.2% 16.0% 23.4% 25.0% 35.0%

・将来負担比率 352.0% 302.1% 291.6% 191.6% 176.2% 149.1% 35.7% 236.8% 350.0% －

令和元年度　決算見込

※R元年度については、中期財政計画の数値としています。


